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強磁性磁化を伴う磁気秩序を示すゼオライト LTA 中の K クラスターの磁気構造を決定するため

に，低い Q 範囲(Q<0.6Å-1)における中性子散乱実験を行った．しかし，磁気反射を観測することは

できなかった。 
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１．目的 

ゼオライトLTA中のKクラスターはキュリー温度約8K以下で強磁性磁化をともなった磁気秩序を示す[1]．そ

の磁気構造としてジャロシンスキー・守谷相互作用によるスピンキャント反強磁性が提案されている[2]．こ

れまでμSR実験などの結果から，いくつかの磁気構造モデルが予想されている．一方，中性子散乱実験もこ

れまで行われてきたが，磁気反射は観測されていない [3,4]．本研究の目的はこれまで測定が行われていな

い低いQ範囲(Q<0.6Å-1)における中性子散乱実験から磁気構造を決定し，Kクラスターの磁性発現機構を解明す

ることである． 

 

２．方法 

三軸分光器 LTAS で 3.5meV の冷中性子を用いて，0.2Å-1 < Q < 1.1Å-1の範囲でキュリー温度以上の

11K とキュリー温度以下の 0.5K で中性子回折実験を行った．  

 

３．研究成果 

 μSR 実験から予想される(111)と(111) ,(111)反射を中心に低い Q 範囲の中性子回折実験を行った

が、磁気反射は観測されなかった．  

 

 

 

４．結論・考察 

 今回の測定条件ではゼオライトLTA中のKクラスターの磁気反射を観測することはできなかった．

ゼオライト LTA 中の K クラスターの波動関数がαケージ（内径約 11Å）に広がり，磁気形状因子が

Q の増加とともに急激に減少することが原因の一つと考えられる． 
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